


















  

ウ イ 

食塩水に含まれる食塩は 60×0.12＝7.2ｇ 7.2ｇで 9%

から 7.2÷0.09＝80ｇ よって増えた水は 80-60＝20ｇ ２０ 

酸素 ウ エ 

180 ㎞÷4ｍ/s＝45 秒 180ｋｍ÷6m/s＝30 秒 

45-30＝15 秒 １５ 

地球は地軸を中心に自転しており、北極星はその地軸の延長線上にあるから。 

ウ エ 

ア ウ １０ 

７．５ 

１８ 

１．０ 

木片を軽いものと交換する。 

イ、ウ ア ア 

発生した液体が加熱部分に流れ込み、試験管が割れるのを防ぐため。 

オ ４８０ 

発生した気体は二酸化炭素であり、水に溶ける性質をもっているため、水槽中の水にとけ

たから。 

理 論 上 発 生 す る 気 体 は 192 ÷ 0.8 ＝ 240 ｃ ｍ ³ 

240ｃｍ³の気体が発生するのはグラフより重曹が 1.8ｇ １．８ 

イ 

４．２：３２＝０．８４：□ 

  □＝６．４ 

６．４ 

エ エ 

水に入れてかき混ぜた後、ろ過をしてろ紙に残ったら片栗粉であり、ろ紙には

残らず、ろ液を蒸発皿に入れて加熱し、白い結晶が残ったら食塩、黒い固形物

が残ったら砂糖であると判断できる。 

2×10＝20 

問 1 1点×2+それ以外 2×9＝20 

2×10＝20 



 

 

血液を固めて傷口をふさぐはたらき。 

血しょう 酸素 

イ、エ 

血液の逆流を防ぐはたらき。 

７０×６０×０．８＝３３６０ ３３６０ 

腎臓 アルコールなどの有害物質を解毒する。 

ケアシガニ 
ケアシガニは、周囲の水の塩類濃度に関わらず、いつでも周

囲の塩類濃度に応じて体液濃度が変化しているから。 

モクズガニ 
淡水中でも海水中でも、モクズガニは自身の体液濃度

を比較的一定に保って生活することができるから。 

イ 

湿った空気が上昇すると温度が下がり、水蒸気として存在できる水の

量が減り、液体に変化して水滴となって目に見えるようになり、雲が

できる。 

５２ ウ 

西 西 東 

イ、ウ 

他の微生物が混入しないように、綿棒を滅菌する。 

イ 

実験より、土壌がある条件下でイチョウの葉にナメコの菌糸を付着させると、全

体が黒く変色したことから、土壌と一緒であればナメコの菌糸はイチョウの葉を

分解することができる。 

物質Ａを含まない土壌を用意して、その半分は物質Ａを含まないまま、残りの半

分には物質Ａを加える。それぞれの土壌に菌糸とイチョウを加え、物質Ａを加え

た土壌でのみイチョウの分解がすすむことを確かめる。 

問 2 1点×2+問 8 3点×2+それ以外 2×6＝20 

2×5＝10 問 3は各 2 点 問 4 は完全解答 

2×5＝10 


	2026SB日程_理科_問題と解答用紙
	2026SB日程理科_模範解答

